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第３回「徳島県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会」概要

１ 日 時 令和３年９月８日（水） 午後３時から午後５時まで

２ 場 所 県庁１１階 特別 講堂

３ 出席者

（１） 委 員 １３名中１２名出席

（２） 県教委 教育創生課長，ほか事務局員６名

４ 議事概要

（１）入学者選抜方法の改善（修正案）について（事務局説明）

（２）意見交換

５ 意見交換において委員から出された主な意見

（１）一般枠の各種目・分野の募集人数は，団体競技がある種目・分野はレギュラー人

数の半数程度までに制限することについて

○ レギュラー人数の半数の募集であれば，２年間でレギュラー人数となる。一般

選抜での入学者を巻き込んで部活動を活性化していくのは可能だと思う。

○ 例えば，阿南市は，「野球のまち阿南」をうたい，町をあげて野球の推進に取り

組んでいる。また，徳島商業高校等は野球の伝統校である。このような野球を核と

した町づくりをしている地域や伝統校も，このルールだと５名の募集となる。この

ような地域や伝統校にマイナスとなるような変更は避けるべきだと思う。

○ 一律にルールを決めるのではなく，地域等を考慮し各学校に裁量権を持たせて

もよいのではないか。

（２）指定枠のみ個別面談を可能とし，一般枠は不可とすることについて

○ 一般枠で個別面談がなくても，一般枠を受検する生徒が大幅に増えるとは思えな

い。競技力向上のためには，指定枠のみ個別面談を行うのでもよいのではないか。

○ 個別面談がないと，各ポジションのある野球などは，高校がどのポジションの

生徒を募集したいのかを明確にしておく必要が生じてくると思う。

○ 特色選抜で入学してくれる生徒は，学校の核として行動してくれることが多い。

小規模校等は，声をかけてやっと受検してくれる状況であり，個別面談が不可と

なると学校の部活動の存続だけでなく，学校の活力が失われる可能性もある。

○ もし，個別面談をなくして選抜のしかたに不信感を持たれるような制度になれ

ば，子どもが傷つくと思うので，公平・公正で透明性の高い制度を，高校サイド

も中学校サイドも一緒になって作っていかなければならないと思う。

（３）各校の一般枠の募集人数は，募集定員に占める割合を現行より下回ることのない
よう定め，文化・ポリシー分野は１分野以上募集することについて

○ 文化・ポリシー分野を１分野以上募集するというのは，追加されるようなイメ

ージがあるので，下回ることがないよう定めるということでよいと思う。

○ スクール・ポリシーを見て，調べて，目的を持って入学してくれる生徒が増え

れば，学校にとってもプラスになるので，現在の募集より増やすべきだ。

（４）一般選抜の学力検査は各高校の裁量で教科の傾斜配点を可能とすることについて

○ スクール・ポリシーに合わせて教科の配点を変えるというのはよいと思う。

ただし、傾斜は何倍まで可能かなどの基準は決めておく必要がある。



第３回徳島県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会

次 第

日時 令和３年９月８日（水）

午後３時から

場所 県庁１１階 特別講堂

１ 開会

２ 議事

（１）入学者選抜方法の改善（修正案）について

（２）意見交換

（３）その他

３ 閉会

配付物一覧

（１）次第（本紙）

（２）会場配席図（本紙裏面）

（３）徳島県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会委員一覧

[資料]

資料１－１ 入学者選抜方法の改善（修正案）

資料１－２ 検討事項

資料２ 令和４年度 特色選抜において募集する種目・分野について

[参考]

第２回徳島県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会の概要

令和４年度徳島県公立高等学校生徒募集選抜要項

令和４年度徳島県公立高等学校入学者選抜 生徒募集案内

令和４年度徳島県公立高等学校入学者選抜について（生徒・保護者の皆さまへ）



第３回徳島県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会 会場配席図 
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上野　ひとみ 東光株式会社 総務部長

徳島県公立高等学校入学者選抜方法改善検討委員会委員一覧

氏　　名 役　　　職　　　等

臼 木　聖 子 徳島市・名東郡ＰＴＡ連合会

儀 宝　　 修
徳島県高等学校長協会 会長
徳島科学技術高等学校 校長

近 藤　明 子 四国大学経営情報学部 准教授

先 田　仁 美 県ＰＴＡ連合会

杉 本　恭 介
徳島県中学校長会 会長
徳島中学校 校長

孝 志　　 茜 さくら税理士法人 公認会計士・税理士

高 橋　敬 治
中学校文化連盟 会長
神山中学校 校長

近森　由記子 徳島県青年国際交流機構 参与

中 野　敏 章
徳島県高等学校文化連盟 会長
城東高等学校 校長

藤井　伊佐子 鳴門教育大学大学院 学校教育研究科 特命教授

分 木　秀 樹 公益財団法人徳島県スポーツ協会 専務理事

松 本　賢 治
徳島県市町村教育委員会 会長
徳島県市町村教育委員会連合会 会長
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資料１－１ R3.9.8.第３回会議資料

入学者選抜方法の改善（修正案）

Ⅰ 改善のねらいと方策

１ 資質･能力の高い生徒を拠点校や指定校に集め、スポーツ競技力の向上を図る（特色選抜）

(1) 一般枠(仮称)と指定枠(仮称)とで、検査内容と募集人数と個別面談で差を設ける

２ 文化部系の募集人数を増やすとともに、運動部系の募集種目の偏りを改善する（特色選抜）

(1) 文化分野を募集する (2) 各種目･分野の募集人数を制限する

３ スクール・ポリシーを生徒募集に反映させる

(1) ポリシーに関連した分野を募集する (2) 面接の質問に含める (3) 一般選抜で傾斜配点を導入する

Ⅱ 特色選抜の改善

現行「特色選抜」 改善後「特色選抜(仮称)」

指定競技以外 一般枠(仮称)
○運動部 ○運動分野 ●文化･ポリシー分野は１分野
(鳴門渦潮体育科含む)

○文化･ポリシー分野
以上を募集

○文化部
(名西芸術科含む) ●指定枠に資質・能力の高い生

○その他 指定枠(仮称) 徒が集まるよう、検査内容と

指定競技 ○運動部(渦潮体育科、指定競技) 募集人数と個別面談で差別化

○運動部(指定競技) ○文化部(名西芸術科、指定分野)

一般枠(仮称) 指定枠(仮称)

検査内容 指定枠は一般枠よりも活動記録と実技/自己表現等を重視する

調査書 必須 必須
学力検査 必須 必須
活動記録 必須 必須(一般枠より配点を高く設定)

実技/自己表現/口頭試問 選択必須 ※一方または両方を実施 必須(一般枠より配点を高く設定)
面接 選択必須 選択

各種目･分野の募集人数 団体競技がある種目･分野は、 団体競技がある種目･分野は、
レギュラー人数の半数程度まで レギュラー人数を目安に、
の範囲で、各校が定める 県教委が定める

個別面談 不可とする 可能とする

一般枠(仮称)

(1)各校の一般枠の募集人数については、大学科ごとに募集定員に占める割合(上限)を、
現行より下回ることのないよう定める。

(2)各校で文化･ポリシー分野を１分野以上募集する。

指定枠(仮称)

(1)運動部指定競技の上に、文化部指定分野、鳴門渦潮体育科、名西芸術科を追加する。

(2)種目･分野と学校は、県教委が別に指定する。

(3)鳴門渦潮体育科と名西芸術科は、定員の100％を募集する。
◎Ａ＋Ｂ＋Ｃの合格者は、各小学科の定員の半数を超えることはできない。

Ⅲ その他の改善
１ 面接では、スクール・ポリシーに関する質問を含める。（Ｒ４入試から導入）
２ 一般選抜の学力検査では、各高校の裁量で教科の傾斜配点を可能とする。



- 2 -

資料１－２

検討事項

１ 一般選抜の学力検査は各高校の裁量で教科の傾斜配点を可能とすることについて

２ 各校の一般枠の募集人数については、大学科ごとに募集定員に占める割合を、

現行より下回ることのないよう定めるとともに、文化･ポリシー分野を１分野以上
募集することについて

３ 一般枠の各種目･分野の募集人数は、団体競技がある種目･分野はレギュラー人数
の半数程度までに制限することについて（ 資料２ 参照 ）

４ 指定枠のみ個別面談を可能とし，一般枠は不可とすることについて

メリット デメリット

○個別面談をする生徒が減ることにより，落ち ×「一般枠」では，人気校に志願者が集まる可
着いて勉強ができ，生徒間の切磋琢磨を促す 能性があり，その場合，当該校では不合格者
ことができる。（学力検査など当日の検査の が増加する。
重要性がアップする） ×逆に，人気がない学校は，「一般枠」におい

○「一般枠」では，希望の高校に入学するため て，受検者が集まらないことも考えられる。
に，競技力を高めようと努力する生徒が増え， ×個別面談の声がかからないことで，モチベー
競技力が上がる。 ションが下がる生徒がでてくることも考えら

○実力のある生徒のみが個別面談が可能となる れる。
（近年，実力の無い生徒にも声がかかるとい ×「一般枠」で募集する高校は，中学生に対し
う声もあがっていた）。 て自校の当該活動を詳細にＰＲする機会が奪

○「指定枠」のみが，有力選手に対して，自校 われてしまう。
ＰＲと受検を勧めることができる（指定枠の
高校を受検してもらいやすくなる）。

○個別面談が減ることで，中・高教員の働き方
改革につながる。（特に高校教員の面談は，
多い高校では50～60回，時間帯も夕方～夜に
実施している。）

５ その他
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資 料 ２

令和４年度 特色選抜において募集する種目・分野について
種 目 ・ 分 野

学校名 学科名 指定競技以外
指定競技

スポーツ 文化活動 その他

城東 普通 男子硬式野球(4)， 音楽（オーケスト － 男子バレーボール
男子ラグビー(5)， ラ・邦楽)(2) (7)，
男子バスケットボール(5) 女子バドミントン

(5)

城南 普通 男子硬式野球(4)， 吹奏楽(1) － 男子卓球(4)，
男女陸上競技(3)， 男子テニス(5)，
男女バスケットボール(4)， 女子バレーボール
女子卓球(2) (7)

城北 普通 男女剣道(4)， 民芸(1)， － 女子ハンドボール
男子ソフトテニス(1)， 吹奏楽(1) (7)
男子ラグビー(4)，
女子バスケットボール(3)

徳島北 普通 男子サッカー(6)， － － －
男子硬式野球(5)，男女陸上(3)

徳島市立 普通 男女陸上競技(2)，男女弓道(2)， 音楽（オーケスト － 男子サッカー(11)，
男女卓球(2)，男女テニス(1)， ラ）(2) 男子ハンドボール
男子バスケットボール(3)， (7)，
男子硬式野球(1)， 男子ボート(3)，
男子ラグビー(1)， 女子ボート(3)
女子新体操(1)

城西 生産技術 男子硬式野球(10) － 農業分野に関する 男子ライフル射撃
植物活用 活動(4) (3)，
食品科学 女子ライフル射撃
アグリビジネス (3)
総合

徳島 総合科学類 男子硬式野球(4)， － ― 男子ソフトボール
科学技術 機械技術類 男子バスケットボール(2)， (9)，

電気技術類 男子バレーボール(4)， 男子ウエイトリフ
建設技術類 女子バレーボール(1)， ティング(3)，
海洋科学類 男子サッカー(5)， 男子アーチェリー
海洋技術類 男子ラグビー(4)， (3)，

男子陸上競技(5)，男子柔道(3)， 女子アーチェリー
男子剣道(2)， (3)
男子バドミントン(1)，
男女弓道(1)，
男子ソフトテニス(4)

徳島商業 ビジネス探究 男子野球(9)， 吹奏楽(4) － 男子バドミントン
ビジネス創造 女子バレーボール(3)， (5)，

女子ソフトボール(5)， 女子卓球(4)，
女子ソフトテニス(6)， 女子テニス(5)
男子サッカー(5)

小松島 普通 男子硬式野球(5)， 男女吹奏楽(1) － 男子新体操(3)
男子サッカー(3)，
男女陸上競技(1)

小松島西 商業 男子野球(12)， 吹奏楽(2) － 男子空手道(4)，
食物 男女陸上競技(8) 女子空手道(4)
生活文化 （中・長距離，駅伝）
福祉

小松島西 応用生産 － 民芸(4) 農業・環境分野に 男子ライフル射撃
・勝浦校 園芸福祉 関する活動(4) (3)，

女子ライフル射撃
(3)

富岡東 普通 男女陸上競技(3)， 音楽(吹奏楽)(1) － 女子バスケットボ
商業 女子バレーボール(2)， ール(5)，

男女ソフトテニス(2)， 女子剣道(5)

富岡西 普通 男女剣道(4)， － － 女子新体操(3)
男子硬式野球(4)，
男子バスケットボール(1)

阿南光 機械ロボットシステム 硬式野球(7)， － ロボット研究，
(1)

男子ホッケー(8)
電気情報システム 男女剣道(7)， バイテク研究
都市環境システム 男子バレーボール(4)，
産業創造 女子ホッケー(2)



- 4 -

種 目 ・ 分 野

学校名 学科名 指定競技以外
指定競技

スポーツ 文化活動 その他

那賀 普通 女子バレーボール(5)， 人形浄瑠璃(2) 林業・環境分野に 男子カヌー(3)，
森林クリエイト 男子硬式野球(3) 関する活動(2) 女子カヌー(3)

海部 普通 男子野球(4)， － － 男子バスケットボ
情報ビジネス 女子バスケットボール(3)， ール(5)

女子バレーボール(3)，
男女陸上(1)，男子サッカー(1)

鳴門 普通 男女剣道(1)，男子硬式野球(6)， － － 男子陸上競技(6)，
女子バレーボール(2)， 女子陸上競技(7)
男子サッカー(3)，
男子ラグビー(2)，
女子バスケットボール(1)，
男女体操(1)

鳴門渦潮 スポーツ科学 男女陸上競技(8)，男子野球(9)， － － －
男子バスケットボール(5)，
女子サッカー(11)，
男女柔道(7),
男女ウエイトリフティング(6)，
女子ラグビー(7)，男子剣道(7)

総合 女子剣道(1)， 吹奏楽，
(1)

－ －
女子バレーボール(5)， 書道
男子サッカー(5)，男女弓道(4)，
男女ゴルフ(1)

板野 普通 男子硬式野球(6)， － － 女子柔道(3)，
男子相撲(2) 女子ウエイトリフ

ティング(3)

名西 普通 男子硬式野球(4)， － － 男子相撲(3)
男女陸上競技(4)

芸術 － 音楽(15)， － －
美術(20)，
書道(10)

吉野川 農業科学 男子硬式野球(3)， － － －
生物活用 男子サッカー(3)，
会計ビジネス 男女バスケットボール(1)，
情報ビジネス 女子バレーボール(2)，
食ビジネス 男子ラグビー(3)，

男女ボクシング(2)

川島 普通 男子野球(2)，男子サッカー(3)， － － －
男女剣道(3)

阿波 普通 男子野球(3)，男子サッカー(2)， 男子柔道(5)
女子バレーボール(2)， － －
男子ラグビー(2)

阿波西 普通 女子ホッケー(5)， － － －
男子野球(3)

穴吹 普通 男子硬式野球(4)， － 地域貢献活動， 男子レスリング(7)
男子サッカー(2)， ボランティア，

(1)女子レスリング(2) 人権，
生徒会

脇町 普通 男子硬式野球(2)， － － 女子ソフトテニス
男子バレーボール(2)， (6)
男子ラグビー(4)，
女子陸上競技(1)
（短距離・フィールド種目）

つるぎ 電気 男子バレーボール(3)， － 男子陸上競技(7)，
機械 男女レスリング(3)， 男子ソフトテニス
建設 男子サッカー(3)， (6)，
商業 女子陸上競技(2)， 男子ラグビーフッ
地域ビジネス 男子バスケットボール(3) トボール(12)

池田 普通 男子硬式野球(6)， － － 男子レスリング
男女ハンドボール(4)， (7)，
男子サッカー(2) 女子レスリング(3)

池田 総合 男子硬式野球(5)， － － 女子ソフトボール
・辻校 女子バレーボール(3) (9)

「スポーツ拠点校推進事業」において本県高等学校の運動部の中核に

位置付けて競技力の向上を推進する鳴門渦潮高校の専攻実技種目。


